
第242号 2006.11日本経営教育学会

第９回 産学交流シンポジウム

「今日のミドルマネジメント層の育成」

―人材マネジメントの再構築を目指して―

産学交流シンポジウム委員長 福田昌義（日本大学）

本シンポジウムは、その時々の経営に関する様々なテーマについて、実務界・学界の垣根

を越えて、オープンに議論する場を提供してまいりました。今回は、人材についてです。企

業業績が本格的に回復し、積極的な拡大策に転じようとする中、「人材の不足」が懸念され

ています。この10年、企業が目先の短期的な収益の回復を急ぐあまり、人材育成を怠り、そ

のつけがまわってきたともいえます。

かつて、日本の企業の屋台骨を支えてきたミドルマネジメントの往時の姿は臨むべくもあ

りません。今後、マネジメント能力を備えた人材をいかに育成すべきか？是非、皆様と幅広

く議論していきたいと思っております。企業の将来を左右するのは人材です。今日の企業の

共通の課題は、長期的な視点に立って、人材マネジメントを再構築し、社員一人一人のもて

る能力を最大限に引き出すことではないでしょうか。こうしたテーマに沿って、実務界から

は、大手企業のミドルマネジメント層の研修に豊富な経験を持つ㈱セルム代表取締役社長・

磯野卓也氏にご講演いただききます。また、研究者の立場からは、㈱サイコム・インターナ

ショナル取締役（元野村総合研究所主任研究員）石原昇氏よりMOTを中心に経営幹部の育成

等についてご講演いただききます。お二人の講演のあとご参加の皆様方との意見交換の場を

設ける予定です。多くの皆様のご参加を心からお待ち申し上げます。
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第９回産学交流シンポジウムプログラム

テーマ：「今日のミドルマネジメント層の育成－研修現場からの報告－」

組織委員長 加藤茂夫（専修大学）

産学交流シンポジウム委員長 福田昌義（日本大学）

●日 時：平成18年11月25日（土）13：00～18：30

●場 所：東洋大学白山キャンパス

スカイホール（２号館16階）

●交 通：都営地下鉄三田線白山下車徒歩4分

東京地下鉄南北線本駒込下車徒歩5分

同 千代田線千駄木駅下車

徒歩15分

●参加費：会 員 3,000円

院生会員 1,000円

●申込先：日本経営教育学会事務局

（申込先は本紙第８面をご覧ください）

プ ロ グ ラ ム

13:00～ 受付開始

13:20～13:30 開会挨拶 日本経営教育学会会長 小椋康宏

13:30～14:30 「研修現場からみたミドルマネジメントの育成」

㈱セルム代表取締役社長 磯野卓也（司会：福田昌義）

14:40～15:40 「企業におけるミドルマネジメントの育成－イノベーションの視点より－」

㈱サイコム・インターナショナル取締役 石原昇

15:40～16:00 講演に関する質疑応答（司会：加藤茂夫）

16:10～17:00 全体討議（司会：加藤茂夫）

17:10～18:30 名刺交換会および懇親会
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講 師 略 歴

◇磯野卓也（イソノタクヤ）

㈱セルム代表取締役社長。法政大学経済学部卒業後、㈱リクルートに入社、営業・チャネル

開発、新規事業開発に従事。その後、日系大手コンサルティング会社を経て、㈱セルムを設

立。2005年より現職。

◇石原 昇（イシハラノボル）

㈱サイコム・インターナショナル取締役（MOTアドバイザー）、東京大学先端科学技術セン

ター研究員。横浜市立大学大学院（経営研究科）修了後、㈱野村総合研究所入社、一貫して

ハイテク産業の調査研究に従事。主な著書「塗りかわる世界の情報通信産業」（野村総合研

究所）、「フラッシュメモリービジネス最前線」（工業調査会）。その他論文多数。

部会だより

平成18年度第１回関東部会報告

中村公一（駒澤大学）

関東部会が、10月７日（土）14時～16時30分まで、文京学院大学本郷キャンパスにて開催

された。

第１報告は、百武仁志氏（水戸短期大学）の「優秀企業の研究－国内回帰現象に関する

一考察－」であった。司会兼コメンテータは、中村久人氏（東洋大学）である。日本的経

営の限界、ＩＴ革命と経営手法の変化、国内回帰現象、優秀企業の将来像に関して論じられ、

近年の企業に対する環境変化と諸課題についての報告がなされた。

第２報告は、小林猛久氏（和光大学）の「多国籍企業の現地化と社員教育－マレーシア

の事例より－」であった。司会兼コメンテータは、細萱伸子氏（上智大学）である。日系

企業の海外進出の現状、マレーシアの概況、日系企業の現地化と社員教育、ビジネス・コミ

ュニケーションの重要性の視点から論じられ、マレーシア現地企業の事例研究も踏まえた報

告がなされた。

いずれも非常に有意義な報告であり、活発な質疑応答が行われた。報告終了後は、同大学

内にて懇親会が行われ、約20名の参加者が会員同士の交流を深めた。

なお、第２回関東部会は12月16日（土）に東洋大学白山キャンパスにて開催される（詳細

は本紙７ページに掲載）。
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山 城 賞 募 集 の ご 案 内

山城賞選考委員長 河野重榮（獨協大学）

日本経営教育学会山城賞を下記要領にて募集いたします。奮ってご応募ください。

○ 応募方法：自薦、他薦いずれも可

○ 選考対象：平成17年10月１日～平成18年９月30日の１年間に刊行された著書。本学会会

員による単著で、日本語で書かれたもの。

○ 提出すべきもの

◇自薦の場合

・著書３冊

・内容要旨（Ａ４サイズで1,200字程度のもの）

◇他薦の場合

・内容要旨（Ａ４サイズで1,200字程度のもの）

・推 薦 書（Ａ４サイズで、以下の６項目を記したもの）

①推薦者氏名

②推薦者所属機関

③推薦者の連絡先（郵便番号、住所、電話・ＦＡＸ番号、Ｅ-mailアドレス）

④書名および著者名

⑤出版社および著者名

⑥推薦理由（1,200字程度）

○ 応募締切：平成18年12月８日（金）必着

上記提出物を期限までに山城賞選考委員長宛郵送してください。

封筒には「山城賞選考資料在中」と朱書きしてください。

○ 選考基準：本学会設立の趣旨である以下の３点によって選考いたします。

①経営体の諸活動に関する実践的経営の研究

②日本的経営および国際的経営の研究

③経営者・管理者の実践的能力を育成するための経営教育の研究

（以上、日本経営教育学会山城賞規程による）

○ 応募先・問い合わせ先

日本経営教育学会事務局 山城賞選考委員長 河野重榮

（応募先は本紙第８面をご覧ください）
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第55回全国研究大会自由論題報告の募集

平成19年６月29日(金)～７月１日(日) に青山学院大学にて開催される第55回全国研究大

会での自由論題報告を募集します。下記要領に従ってお申し込みください。

《 応 募 要 領 》

１．応募資格：本学会の会員

ただし、１年以内に報告された方の応募はご遠慮ください。

２．テ ー マ：本学会の目的に沿う以下のもの

・経営体の諸活動に関する実践的経営の研究

・日本的経営および国際的経営の研究

・経営者・管理者の実践的能力を育成するための経営教育の研究

３．応募書類：応募には表紙、報告要旨、参考文献の３点が必要です。

・表紙（Ａ４サイズ１枚）……以下を明示してください。体裁は任意です。

①氏名（漢字・仮名およびアルファベット）

②報告テーマ

③所属（現職および職位）

④連絡先（自宅および所属先の電話番号・FAX番号、E-mailアドレス）

・報告要旨（Ａ４サイズ、用紙縦置き横書きで２枚、2,000字程度）

以下の書式により要旨を作成してください。要旨には問題意識、論点、結論等を必

ず含めてください。

①１頁の字数は1,200字（40字×30行）、10.5ポイント、余白は上下左右各25mm

②報告テーマはゴシック体、要旨は明朝体

・参考文献（Ａ４サイズ１枚）……書式は報告要旨に準じます。

参考文献は内容と密接に関係するものにとどめ、関係の薄いものは控えてください。

上記書類を締切期日までに郵送または電子メールでお送りください。

４．締 切：平成19年１月26日(金) 必着

５．応募先・問い合わせ先：

日本経営教育学会事務局（本紙第８面をご覧下さい）
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◇◇関西部会開催のご案内◇◇

●日 時：平成18年11月25日（土）13：30 ～ 16：45

●場 所：大阪府立女性総合センター（ドーンセンター）４階 中会議室３

〒540-0008 大阪市中央区大手前1-3-49 (TEL 06-6910-8500)

ＪＲ東西線大阪城北詰駅２号出入口から西へ550ｍ

京阪天満橋駅・地下鉄谷町線天満橋駅１番出口から東350ｍ

●報告会終了後には17時30分より例年通り忘年会も予定されております。

会場は東天紅ＯＭＭビル店（谷町線天満橋駅１番出口すぐ、京阪天満橋駅東出口徒歩１分、

TEL 06-6944-1015）を予定しています。

●出席のご連絡は部会長または部会幹事までお願いいたします。

●連絡先

部 会 長 高田雄司（福山大学）E-mail：t_takada@fuec.fukuyama-u.ac.jp

部会幹事 大東正虎（関西大学大学院）E-mail：daito@rcss.kansai-u.ac.jp

携帯電話：090-9627-6495

●詳細は別途ご案内を申し上げます。ご報告を希望される方は部会幹事までご連絡ください。

名簿作成についてのお願い

総務委員長 柿崎洋一（東洋大学）

日本経営教育学会会員名簿（平成19年４月発行予定）を作成するためのアンケートはがき

をすでにお送りしておりますが、締切日を延期することにいたしました。つきましては、至

急ご返送回答くださいますようにお願い申し上げます。

名簿作成アンケート締切日 11月30日(金) 必着

はがきを紛失された場合には、事務局までご連絡ください。回答内容等をご案内いたしま

す。また、回答方法等の詳細は会報第241号第８面をご参照ください。会報第241号は学会ホ

ームページ上でもご覧いただけます。

期日までにご返送がない場合は、前回発行時（平成16年４月発行）の記載事項を掲載させ

ていただきます。何卒ご了承ください。

※日本経営教育学会ホームページアドレス http://www.j-keieikyoiku.jp/
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九州部会では、12月２日(土) に山口大学において部会開催を予定いたしております。詳

細は改めてお知らせいたします。

●問い合わせ先：九州部会副部会長・篠原 淳（shinohara@bird.ocn.ne.jp）

●日 時：12月16日(土) 13：30～17：00

●場 所：東洋大学白山キャンパス

●第１報告：藤井辰朗氏（東洋大学大学院経営学研究科博士後期課程）

「わが国上場企業の自社株買い戻しに関する考察」

コメンテータ：太田三郎氏（千葉商科大学）

司会：中村公一氏（駒澤大学）

●第２報告：山岡まゆみ氏（文京学院大学研究生、元虎ノ門病院看護師長）

「看護師の二交替制勤務の費用対効果と労働の質に与える影響」

コメンテータ：関口和代氏（東京富士大学）

司会：鈴木岩行氏（和光大学）

●第３報告：加藤茂夫氏（専修大学）

「ベンチャー企業の調査からみる組織の実態」

コメンテータ：小嶌正稔氏（東洋大学）

司会：谷内篤博氏（文京学院大学）

●参 加 費：1,000円（なお、部会終了後、懇親会を開催します）

●問い合わせ先

関東部会長・谷内篤博（TEL 049-261-7938, E-mail yachi3jp@yahoo.co.jp）

※関東部会でのご報告を希望される方は、関東部会長までご連絡下さい。

機関誌投稿論文募集

機関誌編集委員長 森川信男（青山学院大学）

機関誌への投稿論文を随時募集しています。皆様の積極的な投稿をお待ちしております。

執筆要領につきましては、学会ホームページに掲載の「機関誌執筆要領」「機関誌投稿規程」

「機関誌論文様式サンプル」の各ページをご参照ください。
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●日 時：平成18年11月11日(土) 13：30～16：30

●場 所：中京大学名古屋キャンパス センタービル（０号館）６階0604教室

〒466-8666 名古屋市昭和区八事本町101-2（TEL 052-835-7111）

地下鉄鶴舞線・名城線八事駅５番出口前

＊駐車場は利用できませんので、公共交通機関をご利用ください。

●第１報告：山崎直美氏（企業内教育コンサルタント）・上嶋正博氏（椙山女学園大学）

「若年層のキャリアとキャリア形成」

コメンテータ：堀田友三郎氏（愛知産業大学）

●第２報告：寺澤朝子氏（中部大学）「ＮＰＯ法人の組織学習に関する一考察」

コメンテータ：堀田友三郎氏（愛知産業大学）

●参 加 費：500円 部会終了後懇親会を開催します（参加費 3,500円程度）。

●問 合 先：中部部会長・辻村宏和（tsujimura@smile.ocn.ne.jp）

次回は平成19年３月３日(土) に愛知産業大学名古屋サテライトで開催の予定です。中部

部会での報告を希望される方は部会幹事・草田清章（愛知産業大学）までご連絡ください。

TEL：052-683-0021 E-mail：kusada@asu.ac.jp

締切：平成18年11月20日(月)（消印有効、メールの場合は16時まで）
●応募資格：本学会会員（大学院生会員を除く）

●派遣報告者には旅費補助として５万円を支給します。

●応募方法等は会報241号をご覧ください（学会ホームページでも閲覧可）。
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発行 日本経営教育学会
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋

URL:http://www.j-keieikyoiku.jp/

4- 8- 4
株式会社山城経営研究所（担当：寿）
TEL FAX03-3264-2100 03-3234-9988
E-mail:name@kae-yamashiro.co.jp

印刷 ㈱フジヤマ印刷 ℡03-3260-3801

山城賞、第55回全国研究大会自由論題報告、アメリカ経営学会への派遣報告者、機関誌

投稿論文のお申し込みやお問い合わせは、用件を明示の上、下記までお願いいたします。

日本経営教育学会事務局（担当：寿 康三）
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋4-8-4 ㈱山城経営研究所内

TEL 03(3264)2100 FAX 03(3234)9988 E-Mail name＠kae-yamashiro.co. jp

編集後記

会報第242号をお届けいたします。「山城賞」、「第55回全国研究大会自由論題報告」等

を募集しております。研究・教育、ビジネス等で、お忙しいとは存じますが、日頃の成

果を発表なさいませんか。 樋口弘夫・杉田あけみ

◇◇中部部会開催のご案内◇◇開催間近

アメリカ経営学会への派遣報告者募集締切迫る！
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